
■中華街を自慢する■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 318 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：軽井沢・高床式リゾートハウス見学会 

 

5/30(日)14 時、軽井沢・高床式リゾートハウスの見学会に行きます。 

このプロジェクトを手掛けている LDK は、僕の愛弟子？でもある玉田君が経営する会社です。 

僕が会社をつぶす直前に独立したので、倒産劇のドタバタには巻き込まなかったけど、自分のせいでいろいろ苦

労した末に、この住宅システムに辿り着きました。 

そのビジネスモデルは簡単に言うと、軽量鉄骨による独自のプレファブ工法（LGS）を使って、雑誌「デイトナ」

との連携によるライフスタイルの提案を行うこと。 

詳しくは、web サイトを見てください。 

https://daytona-house.com/ 

・ 

今回皆さんにご紹介したいのは、「高床式リゾートハウス」という企画です。 

https://daytona-house.com/karuizawamodel/ 

鉄骨造の特徴は、木のように腐ることがなく、コンクリートより断然軽いこと。 

地震の多い日本で、この特徴をもっと生かせないかといろいろ模索する中で、「基礎を省略する」チャレンジに、

僕は注目しています。 

建築に欠かせない基礎や土台は、土壌や地表という地球環境を破壊しています。 

軽量鉄骨増の軽さと強度を生かし、地球に楊枝を指すような高足に乗せることで、鉄骨製のガラスのテントが実

現するのではないかと期待していたところに、今回のお誘いがやってきました。 

・ 

というわけで、僕の説明の真偽を確かめるためにも、5/30 は現地見学会を申し込みました。 

たぶん僕が、現地のスタッフを質問攻めにしますので、よろしければその見物も兼ねてお越しください。 

ちなみに、所ジョージはこのシステムの大ファンで、世田谷ベースにもこの構造が使われています。 

基本的には現地集合、現地解散。 



日曜日なので空いてる朝のうちに出発し、混雑前の早めに帰る予定です。 

 

興味のある方、このメールに気軽に返信してください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：中華街を自慢する 

 

先日僕は、「2021/5/21 オンラインシンポ・カジノなどいらない素敵なまちづくり」に参加した。 

【本シンポの趣旨】 

コロナの収束が見通せない中、政府は今でも、ギャンブル施設であるカジノを収益面での原動力とする統合型リ

ゾート（ＩＲ）に、世界各国から外国人観光客等を誘客して、全国の観光地に送り出すというＩＲカジノ推進の

方針を変えていません。 

横浜市は「ハーバーリゾートの形成」を実現するとして、山下埠頭をＩＲカジノの予定地とし、事業者の公募手

続に入っています。 

また東京都でも「東京ベイエリアビジョン」の策定に向けて、青海地区でのＩＲ整備が提案され、検討されてい

ます。 

しかし、ＩＲカジノを誘致することは、本当に魅力ある観光地を実現するのでしょうか？ 

地域経済の振興になるのでしょうか？ 

今回は、「観光はまちづくりである！」として横浜市に「カジノなしのＩＲ」を提案している建築家の山本理顕さ

んとともに、改めて、カジノ誘致の是非について考えたいと思います。（以上、転載） 

・ 

このシンポジウムの模様は、近々配信されると思うが、共同主催に名を連ねる「一般社団法人 地域社会圏研究

所」の事務局を務める僕としては、代表理事・山本理顕氏の提唱する「地域社会圏」に対する理解が大いに深ま

ったので、今日はそのエッセンスをお伝えしたい。 

そもそも「ＩＲ」とは Integrated Resort の頭文字の略で、統合型リゾートとも呼ばれる。 

ラスベガスやシンガポールのような、ビジネスと娯楽を組み合わせた長期滞在型の施設を、国際観光推進に役立

たせる事業戦略のこと。 

ところが、ＩＲの１要素に過ぎないカジノの建設やその是非ばかりが論じられ、「観光」に関する議論が見当たら

ない。 

そこで理顕氏は、「観光」とは「まちの魅力」という光を観に来ることであり、本当に横浜市民は「横浜の魅力を

カジノにしたいのか」と問いかけた。 

・ 

すでに提案されている、理顕氏の「カジノなしのＩＲ」とは、まちにテーマパークを作るのでなく、まちそのも

のを作る提案だ。 

https://www.hamakei.com/photoflash/5404/ 

想定敷地である山下ふ頭に高さ７M の免震型人工地盤を作り、その下に交通や設備などサービスインフラを納

め、人工地盤の上には職住一体型の４階建て立体町屋で両側まち（道を挟んで向かい合う商店街的な界隈）を形

成する。 

立体町屋の屋上はすべて緑化して、その上に高床式で宙に浮いたホテル棟を建設し、まちの喧騒から距離を置い

たリゾート空間を実現する。 

職住一体型の町屋にすることで、まちの活気は年中無休となる上に、昼間人口と夜間人口が均衡することで就労



支援や社会福祉も効率化する。 

・ 

建築提案の説明は、別の機会に譲るとして、ここで述べたいのはここで暮らす人々の役割だ。 

それは、地域住民の自治によって地域の魅力を生み出すことで、判りやすい例が、中華街だ。 

横浜中華街は、大資本や行政の力でなく、中国系の移民たちがこの地に定着し、周囲と折り合いをつけながら作

り上げた小さな中国だ。 

世界にはこうしたチャイナタウンが各所に存在するが、横浜中華街はその中でも特筆すべき成功事例だろう。 

そこには中華料理店が立ち並ぶだけでなく、中国系住民のための生活用品店や病院のほか、寺院や学校もあり、

年中行事や祭事も独自の発展を遂げてきた。 

そして何より素晴らしいことは、横浜市民がこの中華街を愛し、誇りに思い、自慢していることだ。 

「この光を観に来ることこそが観光だ」と理顕氏が断言するのを聞いて、僕は本当に感動した。 

・ 

また、こうした地域社会のことを、理顕氏は「地域社会圏」と呼ぶ。 

江戸時代までの地域社会は、全てが自給自足の単位であり、経済的に自立した自治が行われていた。 

それが明治維新以降、強大な欧米諸国と戦うため、国家権力の元で国力全体を増強するために、地域が個人に分

解され、国の直轄管理に変化した。 

これがいつの間にか個人主義、民主主義にすり替え（美化）られていき、人々は「１家族１住宅」という核家族

へと孤立した。 

人間はたった４，５人で生き続けることはできない。 

もっと大勢の人たちが、互いに助け合いながら暮らさなければ、持続する社会など成り立たない。 

かつて電気もガスも車も無かった時代の自給自足でなく、全てが整った現代社会における新たな自治の単位とし

て、中華街を参照することは意義深い。 

・ 

少なくとも都市において、僕らが生きていくための地域社会とは、「・・街」を目指せばいい。 

そこは働くためだけでも暮らすためだけでもなく、働きながら暮らすまち。 

そして、入場料を払わなければ入れないテーマパークのような閉鎖空間でなく、バリやローマ、中華街のように

開かれたまちになるべきだろう。 

観光とは、そこを訪れる観光客からお金を稼ぐことでなく、住民が自分のまちを自慢する（光る）ことであり、

その自慢を他所の人がうらやましいと思って行きたくなることだと思う。 

その上で論じればいいと思う、「あなたは自分のまちをカジノにしたいですか？」と。 

 

http://nanoni.co.jp/20210523/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 



△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）05/25 ■〇いづみ作業日 09-17 時 

 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）05/26 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（木）05/27 ■〇笑恵館作業日 13-21 時 

15-16 時 △三宿 420 商店会年次総会（リモート） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）05/28 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（土）05/29 ■〇笑恵館作業日 09-21 時 

 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）05/30 ★軽井沢出張日 09-21 時 

   14-15 時 ★｢軽井沢モデルハウス｣内覧会（軽井沢） 

（月）05/31 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

   10-12 時 △相談：菊池さん（笑恵館） 

■その後の予定 

06/01 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

06/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 6 月例会（リモート） 

06/05 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

06/06 15-21 時 ★八島花 PJT 第 1 回 街歩き勉強会（京島） 

06/10 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/10 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/10 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

06/17 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

06/17 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/24 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 



http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


